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追悼の辞
関西大学商学部長
亀井利明
昭和63年 (1988年） 7月25日，清水宗ー教授の悲しい訃報が夏休み中の私
たちのもとに届けられ，そのご不幸に全員驚愕いたしました。享年64才，謹
んで哀悼の意を表します。
清水教授は昭和28年 (1953年）に関西大学に奉職されてから，実に35年に
わたり，会計学および経営財務論の研究と教育に専念されてまいりました。
その間に，「商業会計」，「資産原価配分論」，「企業内部財務論」， 「資産会計
論」等の学術著書をはじめ， 60点を越える研究論文を公表され，わが国にお
ける会計学者として，あるいは財務論学者として高く評価されておられまし
た。
清水教授は，一方において，メイ，ペイトン， リトルトン等の米国の会計
学説を丹念に研究され，他方においてゼリエンやニックリッシュ等のドイツ
の経営財務論の研究を重ねられました。そして，その研究態度は利用可能な
外国文献をことごとく取り上げ，一言一句精読して，その理論を詳細に比較
検討するという正統派の学究態度でした。
教授とは専門を異にする私の目にもこのような研究態度は明確に把握する
ことができ，山なす研究ノートには常に畏敬の念を抱いてきました。教授と
私との間には一つの学問的接点がありました。それはリスクマネジメントに
関してであります。リスクマネジメントは企業倒産の防止を目的とする企業
危険の科学的管理であり，企業の保全・防衛のマネジメントでありますが，
その実質的内容は保険管理と財務管理の複合，または両者を包含した経営戦
略論とされています。晩年の教授はこの方面にも興味を持ち，両名がいろい
ろと議論を展開したことは忘れ得ぬ思い出となっています。
清水教授はまた単なる学究の徒にとどまってはいません。関西大学広報委
員長，商学部長，教学部長代理，教養部長代理，大学院商学研究科長等の要
職を歴任され，それぞれの所で行政的足跡を残されています。とりわけ大学
院商学研究科長時代には税理士問題で，その行政手腕をいかんなく発揮され
たことはつとに有名であります。
真面目で几帳面な清水教授は常にご自身の健康管理に留意されておられ，
人一倍長命を保たれ，学究生活を送られるものと信じていましたが，あのよ
うに早く病魔の犠牲となられるとは全く残念の極みであります。
私たちは故人の生前の学問と人柄を追慕して，ここに清水教授追悼号の商
学論集を刊行し，教授の霊前に捧げることにいたします。
やがて教授の一周忌。謹んでご冥福をお祈り申しあげます。
平成元年 (1989年） 6年15日
